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●レッツ トライ ひまわり環境ISO（２面）
● みんなの健康（3面）
● 【特集】いざというときに備えて（4面）
● ２つの給付金〜まもなく受け付けを開始（5面）
● ざまインフォメーション（6・7面）
● ゆるキャラⓇグランプリ2015ざまりんに 1 票を（8面）

市 の 人 口●128,990人（＋95人）
市の世帯数●55,996世帯（＋67世帯）
平成27年 7 月1日現在（ ）は 6 月との増減

担当　ひまわりまつり実行委員会事務局（商工観光課内）　☎046（252）7604　5046（255）3550

ひまわりまつり（座間・新田宿・四ツ谷会場）8月13日（木）〜18日（火）午前 9時30分〜午後 4時

　市では、総合防災訓練と同日の午前 ８ 時に「か
ながわシェイクアウト（いっせい防災行動訓練）」
を実施します。「そのときあなたがいる場所」で、
下図「安全行動 1 − 2 − 3 」を約 1 分間行って
ください。参加申込みなど、詳しくは神奈川県
のホームページ（http://www.pref.kanagawa.
jp/cnt/f4８007８/）でご確認ください。 

○持ち物　動きやすい服装、帽子、飲み物、タオル、軍手など
※中止の判断を当日午前 6 時に行い、中止の場合は市ホームページ、座間市緊急情報いさまメー
ルでお知らせします。座間市緊急情報いさまメールの登録はパソコンなどでURL（www.anshin-
bousai.net/zama/）から登録ができます。
※災害時を想定していますので車での来場はできません。

煙体験

炊き出し訓練

消火訓練 市消防と関係機関が連携しての救出訓練（一昨年の様子）

安全行動 １− ２ − ３
１ DROP!（まず低く！）
２ COVER!（頭を守り！）
３ HOLD ON!（動かない！）

平成27年度座間市総合防災訓練　8月29日（土）　午前9時〜11時30分

　市では、大地震などの大規模災害が発生した場合に備え、市、住民、ライフライン事業者、自衛隊、神奈川県警察、
消防機関などが連携を図り、迅速に活動するための訓練や市民の皆さんが参加・体験できる訓練を行います。
　市民の皆さん一人一人が災害に備える意識を持つことが大切です。積極的なご参加をお待ちしています。
 担当　安全防災課　☎046（252）7395　5046（252）7773

自分が備えるべきことは…総合防災訓練８月
29日

中央会場
座間小学校（座間 2 丁目3133番地）

地域会場
サニープレイス座間
（総合福祉センター）

　防災行政無線とは緊急情報などを屋外で放送
するためのものです。市では、難聴（聞こえづ
らい）地域を無くすため放送拠点を増設する工
事を行っています。

防災行政無線の放送拠点を増設

参加しよう！
かながわシェイクアウト
（いっせい防災行動訓練）

○参加方法　午前 ９ 時〜 ９ 時30
分ごろに直接会場へ

参加・体験
市内で被害を受けた個人宅や各
種施設からの支援要請に基づい
ての派遣訓練

見学
市社会福祉協議会とざま災害ボ
ランティアネットワークが連携
しての災害ボランティアセンタ
ーの開設運営訓練

○参加方法　開催時間中に直接会場へ

参加・体験・展示
起震車による地震体験、
炊き出し訓練、応急手当、
煙体験、自衛隊カレーの
試食、防災に関する展示

見学
非常通信訓練、給水および仮設マンホールトイレ設置
訓練、生活物資・燃料輸送訓練、道路復旧訓練、救
助・救出訓練、自衛隊によるカレーの炊出しなど

地震体験が
できるよ！
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市
内
小
・
中
学
校
で
は
「
レ

ッ
ツ　

ト
ラ
イ　

ひ
ま
わ
り
環

境
Ｉ
Ｓ
Ｏ
」
の
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み

は
、
児
童
・
生
徒
が
環
境
へ
の

関
心
を
も
ち
、
全
地
球
的
な
視

野
で
環
境
を
考
え
る
こ
と
が
で

　

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
は
、

か
か
り
つ
け
医
、
薬
剤
情
報
提

供
書
の
写
し
、
持
病
な
ど
の
医

療
情
報
を
専
用
の
容
器
に
入
れ

て
自
宅
の
冷
蔵
庫
に
保
管
し
て

お
き
、
救
急
時
に
救
急
隊
員
が

確
認
す
る
も
の
で
す
。

　

市
で
は
、
希
望
す
る
対
象
者

に
、
こ
の
キ
ッ
ト
を
無
料
で
随

時
配
布
し
ま
す
。

○
対　

象　

65
歳
以
上
の
方

○
配
布
場
所　

市
役
所
１
階
福

　

市
内
の
ご
み
集
積
所
で
は
、

燃
え
る
ご
み
の
中
に
ガ
ラ
ス
片

や
鋭
利
な
金
属
類
が
混
入
し
て

排
出
さ
れ
る
と
い
う
事
例
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
他
に
も
、
燃

え
な
い
ご
み
の
中
に
注
射
針
が

混
入
す
る
な
ど
、
ご
み
の
排
出

ル
ー
ル
が
守
ら
れ
ず
に
、
危
険

物
が
他
の
ご
み
に
混
じ
っ
て
排

出
さ
れ
る
こ
と
が
増
え
て
い
ま

す
。

　

危
険
物
の
混
入
は
、
収
集
や

選
別
作
業
を
す
る
清
掃
作
業
員

に
と
っ
て
大
変
危
険
で
す
。
危

険
物
を
排
出
す
る
際
は
、
決
め

ら
れ
た
排
出
区
分
・
方
法
を
必

ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

各
学
校
で
重
点
目
標
を
決
め
、

「
だ
れ
で
も
」
「
い
つ
で
も
」

「
ど
こ
で
も
」
を
合
言
葉
に
、

児
童
・
生
徒
、
そ
し
て
職
員
も

一
体
と
な
っ
て
環
境
に
優
し
い

活
動
を
実
践
し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
活
動

を
継
続
し
て
い
く
こ
と
で
、
地

球
環
境
を
心
か
ら
大
切
に
思
う

豊
か
な
心
が
児
童
・
生
徒
の
中

に
育
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

祉
長
寿
課

※
来
庁
が
難
し
い
方
に
は
郵

送
し
ま
す
の
で
、
担
当
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

事
務
所
協
会　

座
間
支
部
会

員
○
持
ち
物　

受
付
後
に
市
か
ら

送
付
さ
れ
た
書
類
、
確
認
申

請
な
ど
の
図
面
（
略
図
で
も

可
）
、
建
物
状
況
が
分
か
る

写
真
な
ど

○
申
込
方
法　

８
月
17
日（
月
）

　

〜
31
日
（
月
）
に
電
話
で
担

当
へ

※
次
回
の
相
談
は
、
平
成
28
年

２
月
下
旬
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

【
木
造
住
宅
の
無
料
耐
震
相
談

を
受
け
た
方
に
対
す
る
補
助
】

▽
耐
震
診
断
を
希
望
す
る
方
＝

　

市
で
は
、
昭
和
56
年
５
月
31

日
以
前
に
建
築
さ
れ
た
木
造
住

宅
を
対
象
に
無
料
耐
震
相
談
会

を
実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、
市
で
は
建
物
の
耐
震

診
断
に
つ
い
て
、
電
話
や
訪
問

な
ど
に
よ
る
個
別
の
勧
誘
は
行

っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

○
と　

き　

９
月
26
日
（
土
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

○
相
談
時
間　

約
45
分
（
申
込

順
・
時
間
予
約
制
）

○
と
こ
ろ　

東
地
区
文
化
セ
ン

タ
ー
１
階
ホ
ー
ル

○
相
談
員　

神
奈
川
県
建
築
士

　

主
な
危
険
物
と
排
出
区
分
・

方
法
に
つ
い
て
は
、
次
の
通
り

で
す
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
担
当
へ

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

危
険
物
を
他
の
ご
み
と
混
ぜ
な
い
で

担
当�

資
源
対
策
課　

☎
0
4
6（
2
5
2
）7
9
8
5

�

5
０
4
6（
2
5
2
）7
6
1
6

第
３
回
木
造
住
宅
無
料
耐
震
相
談
会

担
当�

建
築
住
宅
課　

☎
0
4
6（
2
5
2
）7
3
9
6

�

5
０
4
6（
2
5
5
）3
5
5
0

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト

〜
対
象
者
を
拡
大
し
て
配
布
中
！

担
当�

福
祉
長
寿
課　

☎
0
4
6（
2
5
2
）7
1
2
7

�

5
０
4
6（
2
5
6
）3
6
0
0

レ
ッ
ツ　

ト
ラ
イ　

ひ
ま
わ
り
環
境
Ｉ
Ｓ
Ｏ
〜
市
内
全
て
の
小
・
中

学
校
で
環
境
に
や
さ
し
い
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
〜

�

担
当　

教
育
指
導
課　

☎
0
4
6（
2
5
2
）8
7
3
2

�

5
０
4
6（
2
5
2
）4
3
1
1

　年金情報流出に関して、日本年金機構を名
乗って口座番号を聞き出そうとする者や「流
出した番号を削除できる」と持ちかけてくる
者が現われています。
　日本年金機構では、この件で皆さんに電話
や電子メールで連絡することは一切なく、流
出が確認された方への新しい基礎年金番号
は、郵送で通知されます。
　また、年金情報流出に関して、金銭やキャッシュカードの要求や現金
自動預払機（ATM）の操作依頼をすることは一切ありません。
　ご不審な点やご不明な点があれば、次の専用電話またはお近くの年金
事務所へご相談ください。
○問い合わせ先
・日本年金機構専用電話窓口　 0120（818）211（受付時間は平日およ
び土曜・日曜日の午前 8時30分〜午後 9時。通話料無料）
・厚木年金事務所　☎046（223）7171
担当� 　　国保年金課　☎046（252）7035　5046（252）7043

年金情報流出に関する
犯罪にご注意を！

相
模
野
小
学
校
の
取
り
組
み

　

相
模
野
小
学
校
に
お
け
る

本
年
度
の
重
点
目
標
は
、「
花

や
野
菜
な
ど
の
栽
培
活
動
の

推
進
」
「
環
境
委
員
会
を
中

心
と
し
た
校
内
緑
化
活
動
・

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
回
収
な
ど
の

リ
サ
イ
ク
ル
活
動
」
で
す
。

（
１
）
環
境
保
全
活
動

　

各
学
年
、
栽
培
園
を
活
用

し
て
植
物
や
野
菜
の
栽
培
活

動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま

た
、
環
境
委
員
が
中
心
と
な

り
、
校
内
の
花
壇
に
季
節
の

花
を
植
え
て
、
毎
日
水
や
り

や
草
取
り
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

（
２
）
自
然
へ
の
興
味
･
関

心
を
高
め
る
活
動

　

昨
年
度
は
理
科
・
社
会
科
・

総
合
・
生
活
科
な
ど
の
学
習

を
通
し
て
、
身
近
な
環
境
問

題
か
ら
考
え
て
い
き
ま
し
た
。

　

生
活
科
で
は
ネ
イ
チ
ャ
ー

ゲ
ー
ム
を
行
っ
た
り
、
５
年
生

の
キ
ャ
ン
プ
で
は
山
に
登
っ
た

り
す
る
な
ど
、
実
際
に
自
然
を

体
験
で
き
る
よ
う
工
夫
し
て
取

り
組
み
ま
し
た
。

（
３
）
省
エ
ネ
・
省
資
源
・
リ

サ
イ
ク
ル
活
動

　

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
や
イ
ン
ク
カ

ー
ト
リ
ッ
ジ
の
回
収
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。紙
の
再
利
用
や
、

ご
み
の
分
別
の
徹
底
な
ど
、
一

つ
一
つ
の
活
動
に
心

を
込
め
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

（
４
）
環
境
意
識
向

上
の
た
め
の
取
り
組

み
　

昨
年
度
は
、
省
エ

ネ
・
省
資
源
を
呼
び

か
け
る
ポ
ス
タ
ー
の

作
成
や
掲
示
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、
６

年
生
が
牛
乳
パ
ッ
ク

の
回
収
や
リ
サ
イ
ク

ル
方
法
に
つ
い
て
、

１
年
生
に
講
習
を
行
い
ま
し

た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
決
し
て

難
し
い
こ
と
に
取
り
組
ん
で

い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
み
ん
な
で
つ
な
が
り
、

心
を
一
つ
に
し
て
意
識
と
目

標
を
持
っ
て
活
動
し
続
け
る

こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

栽培園での野菜の栽培

耐
震
診
断
費
の
2
分
の
1
（
上

限
5
万
円
）

▽
改
修
計
画
書
の
作
成
を
希
望

す
る
方
＝
改
修
計
画
書
作
成
費

用
の
２
分
の
１（
上
限
５
万
円
）

▽
耐
震
改
修
工
事
を
実
施
す
る

方
＝
耐
震
工
事
費
用
の
２
分
の

１
（
上
限
50
万
円
）
と
現
場
立

会
費
用
の
２
分
の
１
（
上
限
３

万
円
）
、
一
定
の
収
入
に
満
た

な
い
場
合
は
20
万
円
加
算
、
市

内
施
工
者
の
場
合
は
20
万
円
加

算※
住
宅
耐
震
改
修
を
し
た
場
合
、

所
得
税
額
の
特
別
控
除
お
よ
び

固
定
資
産

税
額
の
減

額
措
置
の

制
度
が
あ

り
ま
す
。

品名 排出区分 排出方法

刃物、割れ物、
ガラス片など

燃えない
ごみ

新聞紙で包むなどし、他のものと
は別にして見やすいところに「危
険物」と書いて出してください。

スプレー缶、カ
セットボンベ

燃えない
ごみ

必ず中身を使い切り、穴を開けて
から出してください。

注射針、点滴
の針など 排出禁止 購入した医療機関などにご相談く

ださい。



市マスコット 
キャラクター 
「ざまりん」 

担当　健康づくり課 　1０４６（２５２）７２２５　5０４６（２５５）３５５０ 

7０１２０（８６７）８６０（通話料無料）
※つながらない場合は1０３（５５２４）８５００へ、
聴覚障がい者は専用ファクス5０３（３５６２）８４３５へ
（通話・通信料発信者負担）。
担当 医療課　1０４６（２５２）７２９５　5０４６（２５２）７０４３

座間市２４時間健康電話相談2

広報ざま【座間市のお知らせ】No.９８４　　平成２７年（２０１５年）８月１５日●3

とき＝①８月１９日（水）②２５日（火）午後１時１５
分～２時１５分受け付け（時間厳守）　ところ＝市
民健康センター　対象＝平成２７年２月生まれ（対
象者には個人通知します）と対象月に受けられな
かった１歳未満児

とき＝①８月２８日②９月４日いずれも金曜日午前
９時３０分～１０時３０分受け付け　ところ＝①市公民
館②相模が丘コミュニティセンター　内容＝身体
測定と食事・発育状態・育児の相談　持ち物＝母
子健康手帳　参加方法＝直接会場へ

とき＝８月２７日（木）午前１０時～１１時３０分（受け
付けは午前９時５０分まで）　ところ＝市民健康セ
ンター　内容＝離乳食の作り方・すすめ方、子ど
もの発達や予防接種について　対象＝おおむね５
～６カ月児とその保護者
（これから離乳食を始め
る赤ちゃん）　定員＝３０
人（申込順）　持ち物＝
母子健康手帳、ティース
プーン　申込方法＝電話
で担当へ

ところ＝市民健康センター　対象＝初産で妊娠１８
～３５週の方と夫　受講料＝５００円（テキスト代）　
持ち物＝母子健康手帳、筆記用具　申込方法＝９
月１１日（金）までに電話で担当へ

とき＝随時　ところ＝市民健康センター　内容＝
食事療法や健康全般についての栄養士・保健師に
よる相談　持ち物＝健康手帳（お持ちでない方に
は当日発行します）　申込方法＝電話予約

BCG接種 育児相談

赤ちゃん教室

ハローベビークラス（母親父親教室）

内　容と　き

妊娠中の生活、歯の話９月１４日（月）
午後２時～４時

骨密度測定、栄養の話９月１８日（金）
午後２時～３時３０分

お産の流れと体の回復、体操、
産後の過ごし方

９月２５日（金）
午後２時～４時

赤ちゃんの 沐  浴 、妊婦疑似体
もく よく

験、これからに向けて
９月２６日（土）
午前９時３０分～１１時４５分

救急診療 担当　医療課　1０４６（２５２）７２９５　5０４６（２５２）７０４３

※聴覚障がいのある方の問い合わせ先　5１１９
※救急診療は、急病で困ったときにご利用ください。
※基本的に救急診療は応急処置を行いますので、後日かかりつけの病院などで必ず診察を受けてください。
※電話をかける場合は電話番号をお確かめの上、お間違えのないようご注意ください。

受付時間診療場所診療科目
午後１０時～翌日午前８時消防テレホンサービス1０４６（２５１）０１１９でご確認ください。内科・外科
午後１０時～翌日午前７時
（重病の場合は午前８時）

小児救急情報センター1０４６（２５５）９９３３でご確認ください。
小児科

（外科系を除く）

◆深　夜

受付時間診療場所電話番号診療科目
月曜～金曜日 　　：午後７時～９時４５分
土曜・日曜日、祝・休日：午後６時～９時４５分

休日急患センター
（市民健康センター１階）

1０４６（２５２）９０９０内　科

午後６時～１０時（診療時間）消防テレホンサービス1０４６（２５１）０１１９でご確認ください。外　科
月曜～金曜日 　　：午後７時～９時４５分
土曜・日曜日、祝・休日：午後６時～９時４５分

休日急患センター
（市民健康センター１階）

1０４６（２５５）９９３３
小児科

（外科系を除く）

◆夜　間

受付時間診療場所電話番号診療科目
午前９時～１１時４５分、午後２時～４時４５分休日急患センター

（市民健康センター１階）
1０４６（２５２）９０９０内科・外科

午前９時～１１時４５分、午後２時～４時３０分1０４６（２５２）８２１７歯　科
午前９時～１１時３０分、午後１時３０分～４時３０分相模原南メディカルセンター（相模原市相模大野）1０４２（７５６）９０００耳鼻咽喉科
午前９時～正午、午後２時～５時（診療時間）消防テレホンサービス1０４６（２５１）０１１９でご確認ください。婦人科・眼科

午前９時～１１時４５分、午後２時～４時４５分
休日急患センター
（市民健康センター１階）

1０４６（２５５）９９３３
小児科

（外科系を除く）

◆休日（日曜日・祝日）昼間

個別健康相談
　口が渇く、むせやすい、固い物が食べにく
いなどのお口の不具合や、年齢に合った栄養
バランスに悩んでいませんか？
　口の中を爽やかに保ち、おいしく食事を取
るための工夫について歯科衛生士と管理栄養
士が講話します。
○と　き　９月１０日（木）午後２時～４時
○ところ　市公民館
○対　象　おおむね６５歳以上の方
○定　員　４０人（申込順）
○持ち物　小さめの鏡、筆記用具
○参加費　無料
○申込方法　９月９日（水）までに電話また
はファクスで担当へ
担当　　　　　　　　　　　　　介護保険課

1０４６（２５２）７０８４　5０４６（２５２）８２３８

おお口口とと栄栄養養のの講講習習会会
～～若若々々ししいいおお口口でで
おおいいししくく食食べべよようう～～

聴聴覚覚障障ががいい者者のの
巡巡回回相相談談会会

　市内在住の聴覚障がい者、そのご家族を対
象とした相談会を開催します。日常生活で、
困っていることや不安に感じていることを相
談してみませんか？手話のできる相談員が対
応します。
○と　き　９月３日（木）午前１０時～正午
○ところ　市役所１階相談室３
○問い合わせ先　公益社団法人 
神奈川県聴覚障害者協会　1 

０４６６（２６）５４６７　5０４６６（２６） 
５４５４
担当　　　　　　　　　　　　障がい福祉課

1０４６（２５２）７９７８　5０４６（２５２）７０４３

　重複受診とは、同じ病気で、病院を次々と
変えて、多くの医療機関にかかることをいい
ます。重複受診は、医療費が増加するだけで
なく、医療機関を転々とすることで検査から
やり直さなくてはならない恐れがあり、病気
をかえって長引かせてしまうなど患者にとっ
て大きなマイナスとなる場合があります。
　効果的な医療を受けるため、また、大切な
医療費を適正に活用するためにも、重複受診
を見直しましょう。

担当　　　　　　　　　　　　　国保年金課
1０４６（２５２）７６７２　5０４６（２５２）７０４３

重重複複受受診診をを
見見直直ししままししょょうう

胃胃ががんん・・大大腸腸ががんん
集集団団検検診診

９９月月３３日日（（木木））かからら申申込込開開始始

○受付時間　午前８時４５分～１１時
※★のついた検診日は【男性】午前９時～
９時４５分、【女性】午前９時４５分～１１時です。

　※申込状況によって変更があります。
○検査内容　▽胃がん＝問診、胃部Ｘ線間接
撮影▽大腸がん＝便潜血反応検査

○対　象　４月１日現在で４０歳以上の方
○受診料　▽胃がん＝千円▽大腸がん＝５００
円
○申込方法　９月３日（木）～１１日（金）に
電話または直接担当へ（ファクスでの申込
不可）
※申込期間内であっても、定員に達した場合
は受け付けを締め切らせていただくことがあ
ります。
担当　　　　　　　　　　　　健康づくり課

1０４６（２５２）７２２５　5０４６（２５５）３５５０

ところと　き

市民健康センター
１０月７日（水）　

１０月１３日（火）　

東地区文化センター１０月２９日（木）★

市民健康センター

１１月４日（水）　

１１月１４日（土）　

１１月１９日（木）★

１１月２７日（金）　

１１月３０日（月）　
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守
る

消
防
職
員

市
消
防
職
員
が

全
国
大
会
へ
出
場
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災
害
や
病
気
、
事
故
な
ど
か
ら
私
た
ち
を
守
る
消
防
職
員
は
、
日
頃
か
ら
「
い
ざ
と
い
う
と
き
」
に
備

え
、
訓
練
を
行
い
、
装
備
を
整
え
て
い
ま
す
。

　

普
段
、
目
に
す
る
こ
と
の
な
い
消
防
職
員
の
訓
練
の
様
子
や
市
の
救
急
体
制
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

担
当　
　
　
　
　
 
消
防
管
理
課　

1
0
4
6
（
2
5
6
）
2
2
1
1　
 
5
0
4
6
（
2
5
6
）
2
2
1
5

の
交
信
を
し
ま
す
。
１
１
９
番

通
報
、
災
害
情
報
を
受
け
た
消

防
指
令
セ
ン
タ
ー
は
、
応
援
の

有
無
を
判
断
し
、
相
互
応
援
を

指
示
し
ま
す
。

　

消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
の
共
同

運
用
に
よ
り
、
１
１
９
番
通
報

の
受
信
能
力
・
処
理
能
力
が
向

上
し
、
通
報
が
集
中
し
た
際
で

も
確
実
に
対
応
で
き
ま
す
。
ま

た
、
災
害
発
生
状
況
や
消
防
車

両
の
出
動
状
況
な
ど
を
一
元
管

理
す
る
こ
と
で
、
隣
接
す
る
地

域
へ
の
対
応
を
ス
ム
ー
ズ
に
行

え
ま
す
。

◆
１
１
９
番
の
通
報
の
仕
方

　

市
内
か
ら
通
報
を
す
る
場
合
、

通
報
の
は
じ
め
に
「
座
間
市
」

と
伝
え
て
か
ら
字
名
（
町
名
・

　

市
で
は
、
複
雑
・
広
域
化
す

る
災
害
に
迅
速
か
つ
連
携
し
て

対
応
す
る
た
め
に
、
綾
瀬
・
海

老
名
市
と
共
同
で
「
海
老
名
市 

座
間
市　

綾
瀬
市　

消
防
指
令

セ
ン
タ
ー
（
消
防
指
令
セ
ン
タ

ー
）
」
を
運
用
し
て
い
ま
す
。

　

３
市
の
消
防
職
員
が　

時
間

２４

体
制
で
勤
務
す
る
消
防
指
令
セ

ン
タ
ー
で
は
、
各
市
か
ら
の
１

１
９
番
通
報
を
受
け
付
け
、
各

消
防
本
部
に
出
動
指
令
を
出
し

ま
す
。
ま
た
、
各
消
防
本
部
と

消
防
無
線
を
利
用
し
災
害
情
報

番
地
）
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

聴
覚
・
言
語
に
障
が
い
の
あ
る

方
は
、
緊
急
通
報
フ
ァ
ク
シ
ミ

リ
5
１
１
９
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。※

緊
急
通
報
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

の
利
用
に
は
、
事
前
に
担
当

へ
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

特　集

私たちの通報を受け付ける消防指令センター

ま
た
、
市
民
や
隊
員
の
命
を
守

れ
る
よ
う
入
念
に
点
検
し
ま
す
。

　

日
々
の
体
力
づ
く
り
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
現
場
で
的
確
な

行
動
が
で
き
る
よ
う
に
、
実
際

の
災
害
を
想
定
し
た
訓
練
を
繰

り
返
し
て
い
ま
す
。
訓
練
で
は

個
々
の
特
性
を
確
認
し
、
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
を
作
り
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
夕
食
を
共
に
す
る
な

ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

大
切
に
し
、
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
も

欠
か
し
ま
せ
ん
。

　

「
日
々
が
訓
練
で
、
訓
練
に

は
終
わ
り
が
な
い
」
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

勤
務
す
る
部
隊
と
非
番
に
な

る
部
隊
が
交
代
す
る
た
め
に
引

き
継
ぎ
を
行
い
ま
す
。
業
務
だ

け
で
な
く
道
路
障
害
な
ど
細
部

を
引
き
継
ぎ
、
消
防
活
動
の
た

め
に
万
全
を
期
し
ま
す
。

　

資
機
材
の
多
い
救
助
隊
は
約

２
０
０
種
類
の
資
機
材
を
持
っ

て
出
動
し
ま
す
。
点
検
で
は
、

車
両
か
ら
機
材
、
着
衣
ま
で
災

害
で
使
用
す
る
資
機
材
を
実
際

に
作
動
・
着
用
し
ま
す
。
確
実

に
機
能
を
発
揮
す
る
よ
う
に
、

　

消
防
署
に
は
、
消
火
活
動
を

行
う
消
防
隊
、
人
命
救
助
を
行

う
救
助
隊
、
傷
病
者
の
搬
送
を

行
う
救
急
隊
な
ど
が
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
緊
急
通
報
が
あ
れ
ば

い
つ
で
も
出
動
で
き
る
よ
う
に
、 

　

時
間
の
勤
務
と
非
番
を
繰
り

２４返
し
、
二
つ
の
部
隊
が
交
代
で

勤
務
に
あ
た
り
ま
す
。

　

６
月　

日
に
行
わ
れ
た
県
消

１７

防
救
助
技
術
指
導
会
に
お
い
て
、

陸
上
の
部
「
ほ
ふ
く
救
出
」で
、

消
防
本
部
第
２
警
備
課
の
畑
中

宏
紀
、
並
木
碧
、
曽
根
恵
治
チ

ー
ム
が
優
勝
し
、
第　

回
全
国

４４

消
防
救
助
技
術
大
会
へ
の
出
場

を
決
め
ま
し
た
。

　

市
消
防
職
員
は
、
救
助
の
た

め
に
厳
し
い
訓
練
を
続
け
て
お

り
、
日
頃
の
成
果
を
遺
憾
な
く

発
揮
し
ま
し
た
。
全
国
大
会
で

の
活
躍
を
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

◆
第　

回
全
国
消
防
救
助
技
術

４４
大
会

○
と　

き　

８
月　

日
（
土
）

２９

○
と
こ
ろ　

神
戸
学
院
大
学
ポ

ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ン
パ

ス
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市
民
を
守
る

市
民
を
守
る

消
防
職
員

　
　
　

消
防
職
員

市
民
を
守
る

　
　
　

消
防
職
員

　消防署では、市民および隊員の生命を守るためさまざまな装備を整えて

います。その中の一部を紹介します。

水水水水水水水水水水水難難難難難難難難難難難救救救救救救救救救救救助助助助助助助助助助助用用用用用用用用用用用ののののののののののの資資資資資資資資資資資機機機機機機機機機機機材材材材材材材材材材材 特特特特特特特特特特特殊殊殊殊殊殊殊殊殊殊殊災災災災災災災災災災災害害害害害害害害害害害用用用用用用用用用用用ののののののののののの防防防防防防防防防防防護護護護護護護護護護護衣衣衣衣衣衣衣衣衣衣衣

　左からドライスー
ツ、ウェットスーツ、
ライフジャケットで
す。ドライスーツは
内部に水が侵入せ 
ず、ウェットスーツ
とは外温の影響が異
なります。ライフジャケットは、流れのあ
る川の特性を考慮したタイプです。

　毒性のある気体
や液体などの近く
で作業をする場 
合、隊員への付着
や吸引を防ぐため
の特殊な防護衣で
す。左のものほど
現場からの距離が
近いところで使用します。

　左から消防・救助・
救急隊の活動服で
す。通常業務で着用
するもので、各隊の
特性に合わせて、耐
火・耐熱性、強度、
着やすさなどを考慮
しています。

　左から消防・救助
隊の防火服です。火
災現場で消火・救助
活動などを行うとき
に着用します。主な
機能は変わりません
が、現場での役割を
分かりやすくするた
め、配色を変えています。

活活活活活活活活活活活 動動動動動動動動動動動 服服服服服服服服服服服 防防防防防防防防防防防 火火火火火火火火火火火 服服服服服服服服服服服

市民を守る消防署の装備市市民民をを守守るる消消防防署署のの装装備備

１ 

２
 

３

４
 

５８

１０
 

９
 

６
 

７
 

１１

●９ 朝の部隊交代の引き継ぎ　●６ 車両の点検　●７ ●１０ 資機材の点検　●１１ 着装訓練　●４ ●８ ２階での火災を想定した消火訓練
●１ ●２ 崖などから落下した人を想定した救助訓練　●５ 夕食のカレーを自炊　●３ 全国大会出場を決め喜ぶ市消防職員
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広
域
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す
る

複
雑
・
広
域
化
す
る

災
害
通
報
に

災
害
通
報
に

対
応
す
る
た
め
に

対
応
す
る
た
め
に

複
雑
・
広
域
化
す
る

災
害
通
報
に

対
応
す
る
た
め
に

市
消
防
職
員
が

全
国
大
会
へ
出
場
！

市
消
防
職
員
が　
　

全
国
大
会
へ
出
場
！

消
防
指
令
セ
ン
タ
ー

消
防
指
令
セ
ン
タ
ー

消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
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普 通 救 命 講 習 救救救救救救救救救救救
急急急急急急急急急急急
車車車車車車車車車車車
ののののののののののの
適適適適適適適適適適適
正正正正正正正正正正正
利利利利利利利利利利利
用用用用用用用用用用用
ににににににににににに

ごごごごごごごごごごご
協協協協協協協協協協協
力力力力力力力力力力力
ををををををををををを

　

近
年
、
全
国
的
に
広
が
る
医

師
不
足
や
訴
訟
リ
ス
ク
、
夜
間

診
療
の
激
務
化
の
影
響
に
よ
り
、

救
急
医
療
現
場
で
の
医
師
や
看

護
師
の
確
保
が
難
し
く
な
っ
て

い
ま
す
。
市
内
で
も
、
休
日
・

夜
間
の
救
急
対
応
が
で
き
る
病

院
が
減
少
し
て
お
り
、
市
内
の

病
院
だ
け
で
は
対
応
が
困
難
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

近
隣
市
の
病
院
の
協
力
の
下
、

輪
番
制
に
よ
っ
て
救
急
医
療
体

制
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
救
急
要
請
を
し
て
も
、 

他
市
の
病
院
へ
搬
送
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
が
、
市
の
救
急

医
療
体
制
の
維
持
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
市
で
は
、
救
急
対
応

の
で
き
る
病
院
を
誘
致
す
る
な

ど
救
急
医
療
体
制
の
強
化
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
市
内
で
の
救

急
患
者
受
入　

パ
ー
セ
ン
ト
を

８０

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
急
な
病
気
や
健
康
に
つ
い
て
の
不
安
に
対
応
で
き
る

よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

担
当　
　
　
　
　
　
　

医
療
課　

1
0
4
6（
2
5
2
）7
2
9
5

5
0
4
6（
2
5
2
）7
0
4
3

に
関
す
る
相
談
に
看
護
師
・
栄

養
士
な
ど
の
有
資
格
者
が　

時
２４

間
体
制
で
対
応
し
て
い
ま
す（
プ 

ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳
守
さ
れ
ま
す
）。 

な
お
、　

時
間
健
康
電
話
相
談

２４

は
助
言
を
行
う
も
の
で
、
電
話

に
よ
る
診
断
・
治
療
を
行
う
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
詳
し
く

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
担

当
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
座
間
市　

時
間
健
康
電
話
相

２４

談　

7
０
１
２
０（
８
６
７
）

８
６
０

※
つ
な
が
ら
な
い
方
は
1
０

３
（
５
５
２
４
）８
５
０
０
、

聴
覚
障
が
い
者
専
用
フ
ァ
ク

ス
は
5
０
３
（
３
５
６
２
）

８
４
３
５
（
通
信
料
発
信
者

負
担
）
。

　

病
気
や
け
が
な
ど
健
康
全
般

　

子
ど
も
の
体
調
の
判
断
で
迷

っ
た
と
き
の
家
庭
で
の
対
処
法

や
受
診
の
必
要
性
な
ど
に
つ
い

て
、
市
医
師
会
と
協
力
し
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
ま
し
た
。

市
役
所
１
階
医
療
課
で
配
布
し

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
。

担
当　
　
　
　
　

消
防
管
理
課　

1
0
4
6（
2
5
6
）2
2
1
1

5
0
4
6（
2
5
6
）2
2
1
5

　

平
成　

年
中
に
救
急
車
が
出

２６

場
し
た
件
数
は
５
’
４
４
３
件

（
４
’
９
４
７
人
搬
送
）
で
、

前
年
の
出
場
件
数
を
約
１
０
０

件
上
回
り
ま
し
た
。
出
場
件
数

の
増
加
は
、
高
齢
化
に
よ
る
急

病
の
出
場
要
請
の
増
加
の
他
、

緊
急
性
が
低
い
と
思
わ
れ
る
出

場
要
請
の
増
加
が
原
因
と
な
っ

て
い
ま
す
。
緊
急
性
の
低
い
要

請
が
多
発
す
る
と
、
生
死
に
か

か
わ
る
傷
病
者
の
要
請
に
対
し

て
救
急
車
の
到
着
が
遅
延
し
て

し
ま
い
、
救
え
る
命
を
救
う
こ

と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
救
急
車
の
適
正
利
用
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　市消防本部では、市民の皆さんが、いざという場面で冷
静かつ的確に対処できるように、救命方法などの講習会を
開催しています。
○と　き　９月６日（日）午後１時３０分～４時３０分（受け
付けは午後１時１５分から）
○ところ　市消防本部会議室（緑ケ丘６－１－１５）
○内　容　応急手当の重要性、人工呼吸、心臓マッサージ、
自動体外式除細動器（ＡＥＤ）の使用、大出血時の止血
法習得
○対　象　中学生以上の市内在住・在勤・在学者
○定　員　２０人（申込順）
○申込方法　電話で担当へ
担当　　　消防管理課　1０４６（２５６）２２１１　5０４６（２５６）２２１５

２２２２２２２２２２２
つつつつつつつつつつつ
ののののののののののの
給給給給給給給給給給給
付付付付付付付付付付付
金金金金金金金金金金金
〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜
ままままままままままま
ももももももももももも
ななななななななななな
くくくくくくくくくくく
受受受受受受受受受受受
けけけけけけけけけけけ
付付付付付付付付付付付
けけけけけけけけけけけ
ををををををををををを
開開開開開開開開開開開
始始始始始始始始始始始

○
支
給
対
象　

平
成　

年
度
の

２７

市
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
な

い
方
（
表
１
参
照
。
市
民
税

課
税
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る

方
、
生
活
保
護
被
保
護
者
な

ど
は
対
象
外
）

○
支
給
額　

一
人
に
つ
き
６
千

円
○
支
給
対
象　

６
月
分
の
児
童

手
当
を
受
給
す
る
方
（
６
月

分
の
特
例
給
付
の
支
給
を
受

け
る
方
は
対
象
外
）

※
平
成　

年
の
所
得
が
所
得

２６

制
限
限
度
額
（
表
２
参
照
）

を
超
え
て
い
る
場
合
は
対
象

◆給与所得者
非課税限度
額（給与収
入ベース）

区　分

１００万円単　身
１５６万円夫　婦

２０５．７万円夫婦と子一人
２５５．７万円夫婦と子二人

表１　市民税が課税されない所得水準の目安（非課税限
度額）

◆公的年金受給者
非課税限度
額（年金収
入ベース）

区　分　

１５５万円６５歳以上単
身 １０５万円６５歳未満

２１１万円６５歳以上夫
婦 １７１．３万円６５歳未満

表２　児童手当所得制限限度額
　　　（給与収入ベース）

収入額の
目安

扶養親族
などの数

８７５．６万円一人
（子一人）

９１７．８万円二人
（夫婦と子一人）

９６０万円三人
（夫婦と子二人）

臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨
時時時時時時時時時時時
福福福福福福福福福福福
祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉
給給給給給給給給給給給
付付付付付付付付付付付
金金金金金金金金金金金

　

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付

金
に
つ
い
て
、
勤
務
先
か
ら
申

請
書
（
公
務
員
児
童
手
当
受
給

状
況
証
明
欄
併
記
）
が
配
布
さ

れ
ま
す
の
で
、
座
間
市
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

　

給
付
金
の
支
給
に
関
し
て
、

現
金
自
動
預
払
機
（
Ａ
Ｔ
Ｍ
）

を
操
作
さ
せ
た
り
、
手
数
料
の

支
払
い
を
求
め
た
り
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
せ
ん
。
必
要
な
手
続
き
を
行

っ
た
上
で
申
請
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

�
窓
口
で
の
申
請
は
大
変
に
混

雑
す
る
の
で
、
郵
送
に
よ
る
申

請
を
お
勧
め
し
ま
す
。

�
支
給
は
口
座
振
込
が
原
則
で

す
。
申
請
受
付
か
ら
約
一
カ
月

半
で
振
り
込
み
ま
す
。

�
臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
請
は
、

平
成　

年
１
月
１
日
現
在
住
民

２７

登
録
を
し
て
い
た
市
区
町
村
で

申
請
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

�
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付

金
の
申
請
は
、
６
月
分
の
児
童

手
当
を
受
給
す
る
市
区
町
村
で

行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

振振振振振振振振振振振
りりりりりりりりりりり
込込込込込込込込込込込
めめめめめめめめめめめ
詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐
欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺
ににににににににににに
ごごごごごごごごごごご
注注注注注注注注注注注
意意意意意意意意意意意
ををををををををををを

市市市市市市市市市市市
内内内内内内内内内内内
在在在在在在在在在在在
住住住住住住住住住住住
ののののののののののの
公公公公公公公公公公公
務務務務務務務務務務務
員員員員員員員員員員員

外
で
す
。

※
本
年
度
は
、
臨
時
福
祉
給

付
金
対
象
者
お
よ
び
生
活
保

護
被
保
護
者
も
受
給
で
き
ま

す
。

○
支
給
額　

児
童
手
当
対
象
児

童
一
人
に
つ
き
３
千
円

２２２２２２２２２２２
つつつつつつつつつつつ
ののののののののののの
給給給給給給給給給給給
付付付付付付付付付付付
金金金金金金金金金金金
ののののののののののの
申申申申申申申申申申申
請請請請請請請請請請請

子子子子子子子子子子子
育育育育育育育育育育育
ててててててててててて
世世世世世世世世世世世
帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯
臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨
時時時時時時時時時時時
特特特特特特特特特特特
例例例例例例例例例例例
給給給給給給給給給給給
付付付付付付付付付付付
金金金金金金金金金金金

市市市市市市市市市市
外外外外外外外外外外
のののののののののの
病病病病病病病病病病
院院院院院院院院院院
のののののののののの
協協協協協協協協協協
力力力力力力力力力力
のののののののののの
下下下下下下下下下下

市
外
の
病
院
の
協
力
の
下

救救救救救救救救救救
急急急急急急急急急急
医医医医医医医医医医
療療療療療療療療療療
体体体体体体体体体体
制制制制制制制制制制
をををををををををを
維維維維維維維維維維
持持持持持持持持持持

救
急
医
療
体
制
を
維
持

まままままままままま
ずずずずずずずずずず
はははははははははは
電電電電電電電電電電
話話話話話話話話話話
でででででででででで
相相相相相相相相相相
談談談談談談談談談談
をををををををををを

ま
ず
は
電
話
で
相
談
を

座座座座座座座座座座
間間間間間間間間間間
市市市市市市市市市市

　

座
間
市　

時時時時時時時時時時
間間間間間間間間間間
時
間

２２２２２２２２２２４４４４４４４４４４２４健健健健健健健健健健
康康康康康康康康康康
電電電電電電電電電電
話話話話話話話話話話
相相相相相相相相相相
談談談談談談談談談談

　
　
　
　

健
康
電
話
相
談

子子子子子子子子子子
どどどどどどどどどど
もももももももももも
のののののののののの
体体体体体体体体体体
調調調調調調調調調調
でででででででででで
迷迷迷迷迷迷迷迷迷迷
っっっっっっっっっっ
たたたたたたたたたた
らららららららららら

子
ど
も
の
体
調
で
迷
っ
た
ら

子子子子子子子子子子
どどどどどどどどどど
もももももももももも
のののののののののの
救救救救救救救救救救
急急急急急急急急急急

　

子
ど
も
の
救
急

ガガガガガガガガガガ
イイイイイイイイイイ
ドドドドドドドドドド
ブブブブブブブブブブ
ッッッッッッッッッッ
クククククククククク

　
　
　
　

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

座座座座座座座座座座座
間間間間間間間間間間間
市市市市市市市市市市市
ののののののののののの
救救救救救救救救救救救
急急急急急急急急急急急
医医医医医医医医医医医
療療療療療療療療療療療
体体体体体体体体体体体
制制制制制制制制制制制

◆
緊
急
性
の
低
い
要
請
の
事

例
�
病
院
へ
行
く
交
通
手
段
が

無
い

�
面
倒
を
見
て
く
れ
る
人
が

い
な
い

�
病
院
の
場
所
が
分
か
ら
な

い�
病
院
で
見
て
も
ら
う
と
安

心
す
る

普 通 救 命 講 習普 通 救 命 講 習

　

平
成　

年
４
月
の
消
費
税
率
引
上
げ
の
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
、
臨
時
福
祉
給
付
金
と
子
育
て
世
帯
臨

２６

時
特
例
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
（
対
象
者
に
は
８
月
下
旬
に
申
請
書
を
順
次
郵
送
）
。

問
い
合
わ
せ
先　
　

２
つ
の
給
付
金
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー　

1
0
4
6（
2
5
7
）7
0
7
0

担
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ジで入手可）で詳細を確認の上、申
し込みをしてください。
担当　　　　　　　　　　青少年課
　1０４６（２５３）８４１５　5０４６（２５９）２１６３

危険物取扱者試験受験準備講習会

　座間市と大和市の合同開催です。
とき＝１０月１７日（土）午前９時３０分
～午後５時　ところ＝大和市消防本
部（３階講堂）　対象＝乙種第４類
受験者　定員＝５０人（申込順）　受
講料＝９，４００円（テキスト代含む、申
込時に納付）　申込方法＝担当およ
び東・北分署に備え付けの申請書に
必要事項を記入し、８月２４日（月）
以降、平日の午前８時３０分～午後５
時１５分の間に直接担当へ持参※平成
２７年度第３回危険物取扱者試験は１１
月１日（日）です。
担当　　　　　　　消防本部予防課
　1０４６（２５６）２１８７　5０４６（２５６）３２２５

布ぞうりを作ってみませんか？

とき＝９月１９日（土）午後０時３０分
～４時３０分　ところ＝リサイクルプ
ラザ　内容＝裂き布を再利用して布
ぞうりを作る　対象＝市内在住・在
勤・在学者　定員＝１５人（多数抽選） 
参加費＝３００円（材料代）　持ち物＝
白糸、木綿針、かぎ針（４号以上） 
申込方法＝８月２５日（火）までに電
話または直接担当へ（ファクスでの
申込不可）
担当　　　　　　リサイクルプラザ
　1０４６（２５２）７９６３　5０４６（２５２）７９６４

◆北文おもちゃ病院開院
とき＝９月１２日（土）午前１０時～正
午（受け付けは午前１１時３０分まで） 
内容＝壊れたおもちゃの修理※修理
できない物もあります。　対象＝小
学生以下（保護者同伴）　定員＝２０
人（先着順）　費用＝無料※部品代
などは実費。　参加方法＝当日直接
同センターへ
◆相模が丘地域健康講座「介護保険
～利用の手順」

とき＝９月１７日（木）午後１時３０分
～３時　ところ＝相模が丘コミュニ
ティセンター１階　内容＝ケアマネ
ージャーによる介護保険の利用につ
いて具体的な話　講師＝興生会相模
台病院　ケアマネージャー　後藤準
一さん　対象＝市内在住・在勤者　
定員＝５０人（申込順）　参加費＝無
料　持ち物＝筆記用具　申込方法＝
９月１５日（火）までに電話、ファク
スまたは直接北地区文化センターか
相模が丘コミュニティセンターへ※
相模が丘コミュニティセンターとの

より多くの品物が集まるよう、皆さ
んのご協力をお願いします。
担当　　　　　　　　　資源対策課
　1０４６（２５２）７９８５　5０４６（２５２）７６１６

市民　防災・減災講座

とき＝９月５日（土）午後１時３０分
～４時（受け付けは午後１時１５分～） 
ところ＝市公民館　内容＝「ざま災
害ボランティアネットワーク」との
協働による、災害発生時の減災対応
の基礎を学ぶ　定員＝４０人（申込順） 
参加費＝無料　申込方法＝９月４日
（金）までに氏名、住所、電話番号
を電話、ファクスまたは直接担当へ
担当　　　　　　　　　安全防災課
　1０４６（２５２）７３９５　5０４６（２５２）７７７３

市チャリティーゴルフ大会

とき＝１０月２１日（水）午前６時３０分
～７時１５分受け付け、午前７時３７分
スタート　ところ＝大厚木カントリ
ークラブ桜コース　競技方法＝１８ホ
ールストロークプレー（新ぺリア方
式）　定員＝１００人（申込順）　参加
費＝３，５００円（パーティー、賞品代な
ど）　プレー費＝１万５千円（キャ
ディーフィー、昼食代含む）７０歳以
上は１４，２００円、メンバーは１１，５００円
※ロッカーを利用する場合、別途３２９
円。　申込方法＝１０月２日（金）ま
でに所定の申込書（市ホームページ
からダウンロード可）に必要事項を
記入の上、参加費（３，５００円）を添え
て担当へ※収益金は全国大会などに
出場する選手に激励金として、また、
市の友好交流都市である福島県須賀
川市に東日本大震災義援金として贈
ります。
担当　　　　　　市体育協会事務局
　　　　　　　　（スポーツ課内）
　1０４６（２５２）８１７７　5０４６（２５５）３５５０

青少年芸術祭舞踊部門
「ダンシング イン ＺＡＭＡ ２０１６」

の参加団体を募集

　市青少年芸術祭実行委員会では、
舞踊部門の参加団体を募集します。
とき＝平成２８年３月６日（日）午後
１時～５時　ところ＝ハーモニーホ
ール座間（市民文化会館）大ホール 
対象＝市内を中心に活動する青少年
の舞踊（ダンス）団体　募集団体数
＝３団体程度（多数抽選）　申込方
法＝９月４日（金）までに申込書、
団体名簿、会則などを担当へ提出※
募集要項（担当または市ホームペー

郵便物は届いていますか？
～１０月からマイナンバー
「通知カード」を郵送～

　１０月から順次世帯主宛てにマイナ
ンバーの「通知カード」を送付しま
す。「部屋番号があるのに住民票に
は部屋番号が入っていない」「住民
票の住所と居住地が違うなど」など
の理由で現在郵便物が配達されてい
ない方は、この通知が配達されない
可能性があります。正しい住所で住
民登録していただく必要があります
ので、お心当たりのある方は、本人
確認できる書類（写真付きの住民基
本台帳カードや運転免許証）を持参
の上、住民票のある市町村で手続き
を取っていただくことになります。
諸事情により居住地に住民票を動か
すことが難しい方は、住民登録地の
市区町村にお問い合わせください。
担当　　　　　　　　　戸籍住民課
　1０４６（２５２）８０８４　5０４６（２５５）３５５０

ご利用ください　声の広報

　「広報ざま」は、毎号全てのペー
ジを録音奉仕グループ「泉の会」の
皆さんが読み上げ、ＣＤに録音し、
申し出のあった市内の視覚障がい者
の皆さんに「声の広報」として無償
で配布しています。また、市ホーム
ページからダウンロードすることも
できます。より多くの皆さんに、市
政情報など市からのお知らせをお伝
えしたいと考えていますので、ぜひ
「声の広報」をご利用ください。配
布希望の方は、市社会福祉協議会ボ
ランティアセンター1０４６（２６６）２００２
へ
担当　　　　　　　広報広聴人権課
　1０４６（２５２）８３２１　5０４６（２５２）０２２０

配偶者などからの
暴力に悩んでいる方へ
～ＤＶ相談のご利用を～

　配偶者や恋人など、親しい異性か
らの暴力（ＤＶ＝ドメスティック・
バイオレンス）に悩んでいませんか？
これらの暴力には、身体的暴力をは
じめ精神的暴力や経済的暴力など、
さまざまなものが挙げられます。一
人で考え込まずにＤＶ相談をご利用
ください。
とき＝月曜・火曜・水曜・金曜日午
前９時～正午、午後１時～５時１５分 
ところ＝市役所１階広報広聴人権課
※費用は無料、秘密は守られます。

お問い合わせやお申し込みは開館日時をご確認の上、ご連絡ください。市役所は原則として祝・休日や年末年始を除く月曜～金曜日の午前８時３０分～
午後５時１５分にお願いします。なお、ファクスでお申し込みの場合は、「件名」、「連絡先」など必要事項を明記して下さるようお願いします。

8
土金木水火月日
1
8765432
1514131211109
22212019181716
29282726252423

3130

9
土金木水火月日
54321

1211109876
19181716151413
26252423222120

30292827

担当　　　　　　　広報広聴人権課
　1０４６（２５２）８４８３　5０４６（２５２）０２２０

特定計量器の定期検査

　８月１７日（月）から９月４日（金）
まで、公益社団法人神奈川県計量協
会が戸別に巡回し、計量器の定期検
査を行います。営業上の取り引き、
各種証明などに計量器を使用する方
で、今までに定期検査を受検したこ
とが無い方は担当にご連絡ください。
担当　　　　　　　　　商工観光課
　1０４６（２５２）７６０４　5０４６（２５５）３５５０

第７回県央ものづくり交流会
出展者を募集

　市内製造業者の受発注拡大と異業
種交流を目的に開催する「第７回県
央ものづくり交流会」の出展企業を
募集します。
とき＝平成２８年２月１６日（火）　と
ころ＝オークラフロンティアホテル
海老名　対象＝市内で製造業を営む
事業者（本市枠１１社）　出展料＝無
料（懇親会は実費）　申込方法＝８
月２８日（金）までに電話、ファクス
または直接担当へ
担当　　　　　　　　　商工観光課
　1０４６（２５２）７６０４　5０４６（２５５）３５５０

平成２７年１月１日～７月３０日
（物件事故を含まず）

※火災・災害情報の問い合わせは、
テ レホンサービス1０４６（２５１） １３９９へ 。

不要な未使用食器を集めています

　市では、燃えないごみの減量化と
再利用を推進するため、ご家庭で不
要となった未使用の食器を回収し、
安価で販売する取り組みを行なって
います。不要な未使用の食器があり
ましたら、リサイクルプラザ（東原
二丁目１６番１０号）までお持ちくださ
い。※対象は未使用の食器のみ、リ
サイクルプラザへ直接お持ち込みく
ださい。持ち込みができない場合は、
「リサイクル希望」などと書いた紙
を食器に貼り、燃えないごみの日に
出してください。品物が揃いしだい、
順次展示販売を行う予定ですので、

負傷者死者件数
２６１ ０２２９２７年
３１０ １２６２２６年
－４９－１－３３増減

救急車（件）消防車（件）
 １ 月～７月（累計）７月 １ 月～７ 月（累計）７月
３，０８４４７２３５７４３２７年
３，１４８４６９４００４１２６年
－６４＋３－４３＋２増減

消防件数

交通事故件数

北地区文化センター
1０４２（７４７）３３６１　5０４２（７４７）８５４２
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みんなの広場 

共催事業です。
◆陶芸体験教室～自分だけのお茶碗
を作ろう

とき＝９月２４日・１０月１日・８日・
１１月５日いずれも木曜日午後１時３０
分～４時（全４回）　内容＝自分だ
けのお茶碗作りを通して陶芸の楽し
さを知る　講師＝陶芸サークル三彩
倶楽部の皆さん　対象＝１６歳以上の
市内在住・在勤者　定員＝２０人（申
込順）　参加費＝千円（材料代）　
持ち物＝筆記用具、タオル※汚れて
良い服装で参加してください。　申
込方法＝９月１７日（木）までに電話、
ファクスまたは直接同センターへ

◆ブックトーク「おつきさま」がテ
ーマの本の紹介と工作

とき＝９月５日（土）午後１時３０分
～３時　ところ＝講座室　内容＝本
の紹介と簡単工作　定員＝３０組（申
込順）　持ち物＝のり、はさみ、ク
レヨン　申込方法＝９月４日（金）
までに電話、ファクスまたは直接同
館へ
◆パソコン入門講座「ほんとうには
じめてのパソコン講座」

とき＝９月４日・１１日・１８日・２５日
いずれも金曜日午後１時３０分～４時
３０分（全４回）　内容＝パソコンの
機能を知り、メールやインターネッ
トを体験　講師＝座間市パソコンサ
ポートクラブ　対象＝市内在住、在
勤のパソコン初心者　定員＝１６人（多 
数抽選）　参加費＝１，８８０円（テキス
ト代他）　持ち物＝筆記用具　申込
方法＝８月２１日（金）までに電話、
ファクスまたは直接同館へ

◆こどもシアター
とき＝８月３０日（日）午前１０時３０分
～正午　ところ＝講座室　内容＝
「くまのプーさん　プーさんと虎」
「くまの子ウーフ」　入場＝自由　
※フィルムなどの事情により一部変
更になる場合があります。
◆ＺＡＭＡひまわりおはなし会
とき＝９月５日（土）・６日（日）
いずれも午前９時３０分～午後２時　
ところ＝子どもおはなし室　内容＝
お話サークルや人形劇サークルが次 
々出演するお話会（詳しい内容につ
いては、図書館でプログラムを配布） 
入場＝自由
◆ワンスモア・ブックス・フェア
（古本市）

とき＝９月５日（土）・６日（日）
いずれも午前１０時から午後１時まで 
ところ＝講座室　内容＝図書館のリ
サイクル本を１冊１０円で販売　持ち
物＝購入した本を入れる袋　入場＝
自由

◆資源対策課非常勤職員（事務）
募集人数＝１人　応募資格＝パソコ
ン操作（エクセル・ワードなど）が
できる方　業務内容＝粗大ごみおよ
び剪定枝受付業務全般　勤務期間＝
１０月１日～平成２８年３月３１日　勤務
日時＝月曜～金曜日午後１時から５
時１５分まで※場合により時間外勤務
有り。　時給＝９５２円　勤務場所＝市
役所４階　選考方法＝面接（８月２６
日（水）予定）　応募方法＝市販の
履歴書（写真貼付）に必要事項を記
入し、８月２５日（火）までに本人が
担当に持参
担当　　　　　　　　　資源対策課
　1０４６（２５２）７６５９　5０４６（２５２）７６１６
◆医療課臨時職員
募集人数＝１人　応募資格＝パソコ
ン操作ができる方　業務内容＝医療
費関係事務　勤務期間＝１０月１３日～
平成２８年３月３１日　勤務日時＝月曜
～金曜日午前８時３０分～午後５時１５
分　時給＝９５２円　勤務場所＝市役所
内　選考方法＝面接　応募方法＝市
販の履歴書（写真貼付）に必要事項
を記入し、８月２６日（水）までに本
人が担当に持参
担当　　　　　　　　　　　医療課
　1０４６（２５２）７２１３　5０４６（２５２）７０４３
◆児童館指導員非常勤職員
募集人数＝１人　応募資格＝子ども
が好きな方　業務内容＝児童館の運
営・施設管理業務　勤務期間＝９月
１５日～平成２８年３月３１日　勤務日時
＝水曜日以外の週３日午前８時３０分
～午後５時　時給＝９４０円　勤務場所 
＝相模野児童館　選考方法＝面接　
応募方法＝市販の履歴書（写真貼付）
に必要事項を記入し、８月２１日（金）
までに本人が担当に持参
担当　　　　　　　　子育て支援課
　1０４６（２５２）７９６９　5０４６（２５２）７０４３

○第２３回サマーコンサート
とき＝８月２９日（土）午後６時開演
（開場は午後５時３０分）　ところ＝
立野台コミュニティセンター　内容
＝平和を願って！ 箏 とフラメンコギ

こと

ターの饗宴　入場＝自由　問い合わ
せ先＝1０４６（２５５）０８１５（同センター）
へ※駐車場はありません。
○ＺＡＭＡビッグバンドジャズオー
ケストラ第１８回定期コンサート

とき＝９月２７日（日）午後１時３０分
～３時３０分　ところ＝ハーモニーホ
ール座間大ホール　定員＝１，３００人
（申込順）　費用＝千円（当日券１，２００
円）　申込・問い合わせ先＝1０９０
（４９６４）９０４３（清水）へ
○第６０回神奈川県母親大会in座間
とき＝９月６日（日）午前１０時～午
後４時　ところ＝ハーモニーホール
座間他　内容＝分科会、記念講演な
ど　参加費＝千円（資料代）　保育
＝有り（無料、事前に申し込み）　
申込・問い合わせ先＝1０４６（２５５）
８０５５（田嶋）へ

○赤十字救急法短期講習会
とき＝９月１９日（土）午前９時～１１
時３０分　ところ＝サニープレイス座
間　内容＝身近なハンカチなどを使
い傷や骨折の簡単な手当てを学ぶ　
対象＝１５歳以上のどなたでも　定員
＝３０人（申込順）　参加費＝無料　
申込方法＝はがきか電子メールで厚
木市下津古久１－３－２�oyajicch 
i０５２２@gmail.com片岡宛て申し込
み　問い合わせ先＝1０４６（２２８）７６５９
（片岡）へ
○赤十字防災ボランティア養成研修
会
とき＝９月１９日（土）午後０時３０分
～３時　ところ＝サニープレイス座
間（総合福祉センター）　内容＝災
害から自分自身を守り、救護活動を
自主的に実践できるボランティアと
しての知識と技術を学ぶ　対象＝１５
歳以上のどなたでも　定員＝３０人（申
込順）　参加費＝無料　申込方法＝
はがきか電子メールで厚木市下津古
久１－３－２�oyajicchi０５２２@gm 
ail.com片岡宛て申し込み　問い合
わせ先＝1０４６（２２８）７６５９（片岡）へ
○つくしんぼの会「おーいみんなお
いで！小さな子大きな子いっしょ
にあそぼうよ」
とき＝９月５日（土）午前１０時～１１
時３０分　ところ＝サニープレイス座
間　内容＝魚釣り、風船とばしなど
の楽しい遊び　入場＝自由　問い合
わせ先＝ボランティアセンター1０４６ 
（２６６）２００２へ
○座間陸上クラブ「体験会」
とき＝８月１８日・２５日いずれも火曜
日午後４時３０分～６時　ところ＝栗
原遊水地グラウンド　内容＝「誰で
も速くなる」走り方教室　対象＝小
学生　定員＝２０人（申込順）　参加
費＝無料　申込方法＝1０４６（２４４）
４８４５（竹下）へ
○第２４回ヨコハマハンディテニス大
会
とき＝１１月２３日（月）　ところ＝横
浜市三ツ沢公園テニスコート１４面
（砂入り人工芝）※雨天時は１２月１２
日（土）本牧市民公園テニスコート
８面（砂入り人工芝）。　内容＝障
がい者および障がい者とペアを組む
健常者による年一回のテニス大会　
参加資格＝障がい者および障がい者
とペアを組む健常者（一人での参加
可）　申込・問い合わせ先＝１０月９
日（金）までに15０４４（４３３）７４６２（事
務局）へ

○座間バドミントンクラブ
とき＝毎週土曜日午後８時～１０時　
ところ＝相模が丘小学校体育館　内
容＝バドミントンを楽しむ　対象＝
どなたでも　会費＝月額千円　連絡
先＝午後６時以降に1０４６（２５８）００２５
（山野内）
○ミスタークッキング（男子）
とき＝毎月第３日曜日午前９時～午

後１時　ところ＝東地区文化センタ
ー　内容＝調理実習　対象＝どなた
でも　会費＝月額１，２００円　連絡先＝
1０４６（２５５）３２８１（川名）
○相模が丘俳句同好会
とき＝毎月第２・４木曜日午後０時
３０分～４時　ところ＝北地区文化セ
ンター　内容＝俳句の研究　対象＝
どなたでも　会費＝年額３千円　連
絡先＝1０７０（６５７８）１８５５（清水）
○ヨーガサークル
とき＝毎週火曜日午後１時４５分～３
時１５分　ところ＝市公民館　内容＝
ポーズと呼吸で心身共にリラックス
する　対象＝どなたでも　会費＝月
額３千円　連絡先＝1０４６（２５４）４１３７
（山田）
○選べる書道
とき＝毎月２回日曜日午前１０時～正
午　ところ＝東地区文化センター　
内容＝風を意識した動きの表現の風
舞書と文化書道学会のあらゆる書風
を楽しむ　対象＝高校生以上　会費
＝月額１， ７ ０ ０円　連絡先＝1０８０（２３９９） 
７７８８（伊藤）
○ポストレ・デ・ボス
とき＝毎月第２木曜日午前１０時～正
午　ところ＝青少年センター　内容
＝クラシックの歌を歌うためのボイ
ストレーニングと歌　対象＝どなた
でも　会費＝月額２，５００円、入会金
１，５００円　連絡先＝1０４６（２５５）６４６５
（佐藤）
○癒しのヨガ「アラハム」
とき＝月曜～日曜日の①午前１０時～
１１時４５分②午後１時～２時４５分③午
後６時３０分～８時１５分④午後７時～
８時４５分　ところ＝市民健康センタ
ーまたはサニープレイス座間　内容
＝心と身体と呼吸を一つにして心地
よい状態に生命力を底上げしていく
誰でもできるリラックス法　対象＝
１５歳以上のどなたでも　会費＝入会
金千円、参加回数に応じて月１回は
１，５００円～　連絡先＝1０９０（４２２２）
３６７８（篠嶋）

お詫びと訂正
本紙７月１５日号、５面の「平成
２６年度下半期の財政状況」の市
の財産と負債（一般会計）の土
地で「９４９，４９０㎡」は、正しくは
「９４８，７９９㎡」、「６，８１７㎡」は、
正しくは「６，１２６㎡」でした。お
詫びして訂正します。※本紙８
月１日号で訂正しましたが、数
字に誤りがあったため再度訂正
するものです。

お詫びと訂正
本紙８月１日号、８面の「第４
次座間市総合計画中間見直しに
ご意見を」の募集期間「８月３
日（月）～９月２日（水）」は、
事務の都合上「８月７日（金）
～９月８日（火）」に変更しま
した。心からお詫び申し上げま
す。担当　企画政策課1０４６ 
（２５２）８２８７5０４６（２５５）３５５０

市公民館
1０４６（２５５）３１３１　5０４６（２５２）２７７６

図書館
1０４６（２５５）１２１１　5０４６（２５２）５７０４
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座間市役所　〒252-8566　神奈川県座間市緑ケ丘一丁目1番１号（郵便物は、郵便番号と「座間市役所＋課名」を記入することで届きます）
☎046（255）1111（代）　5046（255）3550　URL http://www.city.zama.kanagawa.jp/　　http://www.city.zama.kanagawa.jp/m/
◆開庁時間　月曜～金曜日（祝・休日と年末年始を除く）午前8時30分～午後5時15分
　※第2・第4土曜日の午前中も一部業務を行っています。
　問い合わせは､ 特に記載がなければ、開庁時間内にお願いします。 検索検索座間市ホームページ

広報広報広報広報

　わきみずの谷では蛍が飛び交い、
田植えから稲刈りまでを体験できる
県立座間谷戸山公園。
　この公園は自然豊かで大きな公園
ですが、子ども連れで遊びに行くと、
子どもたちの休憩が必要になること
も。そんな時に、休憩先としておす
すめなのが里山体験館です。和室が
2カ所あり、テーブルもあるので、
持参したお弁当やお菓子を食べるこ
ともできます。
　また床の間やいろりもあり、古き
良き日本の生活を見ることができ、
日本を訪れている外国の方にもおす
すめです。

※外国の方にも同公園を利用してほしいため、英訳を掲載しています。

 Lightning bugs flit about at 
Wakimizu no tani in Yatoyama 
Park. You can also have the 
experience of planting and 
pulling rice there. 
 This park has a natural beauty 
and a huge park. Should the 
ch i l d r e n  need  t o  r e s t ,  I 
recommend resting at Satoyama 
museum (old Japanese house). 
There are two Tatami rooms and 
some tables to eat Bento boxes 
and sweets. 
 You can see the old style a 
Tokonoma; the wood-floored 
alcove in a Japanese room. A 
hanging scroll and flowers or 
decorations are visible. Also an 
Irori; a square cut in the fl oor at 
the center of the room for the 
hearth, which is used for heating 
and cooking.  All of this can be 
found in the Satoyama museum. 
It is my recommendation   that 
foreigners who visit Japan go 
there.

○投票期間　 8月17日（月）午前10時～11月16日（月）午
後 6時
※詳細はゆるキャラグランプリ2015ウェブサイト　http://
www.yurugp.jp/でご確認ください。
担当 　　企画政策課　☎046(252)8287　5046(255)3550

こんにちは！座間市マスコットキャラクターざまりんです☆
ゆるキャラ®グランプリ2015にエントリーしたよ！！
パソコンやスマートフォン、携帯電話から毎日投票できる
よ！みんなにいっぱい投票してほしいな～☆

　市立もくせい園を管理・運営する指定管理者を募集します。
○指定管理期間　平成28年 4 月 1 日～平成33年 3 月31日
○業務内容　知的障がい者を対象とした生活介護施設の管理・運営
○応募資格　社会福祉法人
○申込方法　 9月15日（火）までに応募書類を直接担当へ
※募集要項は市役所 1階障がい福祉課で配布する他、市のホームページか
らダウンロードできます。
担当 　　障がい福祉課　☎046(252)7978　5046(252)7043

　市原水爆禁止協議会では、戦後70周年記念事業として、戦争体験者の体
験談を映像記録に収めた「次世代に語り継ぐ戦争の記憶～戦争体験者証言
記録集～」を作成します。戦争経験者の高齢化に伴い、体験談を直に聴く
機会が年々減少しています。戦争の記憶を風化させることなく永く後世に
伝えていくためにも、戦争体験を証言いただける方を若干名募集します。
○内　容　戦争の体験談を証言する（一人 5分程度）
○応募資格　戦争を直接体験または戦時中の生活を経験した方で、かつ当
時の話を映像記録に残し、同会の啓発活動および市内小・中学校学習教
材として使用することに了承いただける方
○謝　礼　一人 2千円の商品券
○申込方法　電話・ファクス・電子メール（z07_jevent@city.zama.kana
　gawa.jp）または直接担当へ
※編集の関係上、いただいた証言および映像が全て使用される訳ではあり
ません。また、記録集は上記目的以外で使用されることはありません。
※日程と撮影場所は調整します。
担当 　　広報広聴人権課　☎046(252)8087　5046(252)0220

　市役所 1階市民サロンに設置した折り鶴コーナー（ 6月15日～30日）で
作っていただいたり、市民の皆さんなどから直接市に寄せられたりした折
り鶴は、総計約 3万羽となりました。
　これらの折り鶴は、市民の皆さんに千羽鶴として仕立てていただき、 7
月27日に広島、長崎の両市に送りました。ご協力ありがとうございました。
担当 　　広報広聴人権課　☎046(252)8087　5046(252)0220

　市では女子美術大学大学院生 3人による現
代美術展を行います。
○と　き　 9月 5日（土）～13日（日）午前 9
時30分～午後 5時（最終日は午後 4時まで）
　※ 6日（日）は午後 2時から作家によるギ
ャラリートークがあります（無料）。
○ところ　ハーモニーホール座間（市民文化
会館）ギャラリー
○入場料　無料
担当 　　生涯学習課　☎046(252)8476　5046(252)4311

ⓇⓇ

いろりの前でくつろぐ
They are relaxing in front of the Irori

出展作家の代表作品

※新聞を購読されている方には、 新聞に折り込まれます。
○新規のお申し込み　申込専用電話　1046(252)8684（広報広聴人権課）
○届かない場合 （株）神奈川新聞総合サービス　70120(111)429 (無料)

希望者への「広報ざま」の戸別配布を実施中

靴を脱いでくつろげる里山体験館
An intimate Satoyama museum

(old Japanese house) without shoes
今年度の「市民リポーター」に市内東原にお住いの福島
芳枝さんがなりました。福島さんには座間を取材してい
ただき、そのリポートを本紙に掲載していきます。福島
さんに取材を受けたときには、ご協力をお願いします。

夕涼み盆踊り大会で活性化を！ （緑ケ丘中央自治会） 
　緑ケ丘中央自治会は都南自動車教習所
近辺から座間中学校手前までの地域で、
現在217世帯が入会しています。
　毎月 2回の防犯パトロール、自治会集
会所の掃除、昨年より始めた「夕涼み盆
踊り大会」などで親睦を深めており、特
にこの大会は子ども達の夏休みに同教習所構内をお借りして 7月の海
の日に実施しています。今年のプログラムはチリリン・スクール（座
間警察署の自転車乗り方指導）、子どもみこし、おはやし、フラダン
ス、盆踊り。そして子ども達に一番人気の流しそうめんと模擬店で歓
声が上がります。今後の課題は自治会加入の促進です。脱退しない為
に工夫し、一人でも多く加入され、皆さんと有意義な時間が持てたら
と思っています。 緑ケ丘中央自治会会長　増山　昭男

昨年の夕涼みの様子

　自治会は、地域住民の安全・安心と地域の発展のため、日頃からさまざ
まな活動に取り組んでいます。この連載も、多くの自治会員の皆さんの活
動に支えられています。自治会への加入などは、自治会総連合会事務局☎
5046(252)8751までお問い合わせください。
担当 市民協働課　☎046(252)7966　5046(255)3550

自治会トピックス
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連連連連連連連連連連連連連 載載載載載載載載載載載載載
地域でただいま活躍中！安全・安心な地域づくり！
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